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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第２四半期
連結累計期間

第19期
第２四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自　2019年10月１日
至　2020年３月31日

自　2020年10月１日
至　2021年３月31日

自　2019年10月１日
至　2020年９月30日

売上高 （千円） 920,231 1,001,756 1,946,940

経常利益 （千円） 18,477 121,518 174,251

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △225,901 82,272 △45,806

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △224,176 93,040 △47,262

純資産額 （千円） 1,361,975 1,633,713 1,539,458

総資産額 （千円） 2,351,294 3,128,622 3,045,059

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期（当期）純損失

（△）

（円） △40.93 14.89 △8.30

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） - 14.76 －

自己資本比率 （％） 57.9 52.2 50.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 49,664 226,110 84,591

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △89,742 △294,032 △142,337

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △52,582 10,542 361,759

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 832,384 1,171,678 1,229,058

 

回次
第18期

第２四半期
連結会計期間

第19期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年１月１日
至　2020年３月31日

自　2021年１月１日
至　2021年３月31日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）
（円） △30.56 17.67

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第18期第２四半期連結累計期間及び第18期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き新型コロナウイルス感染症の世界的規模での蔓延が

国内外の経済活動に大きな影響を及ぼしており、一時的な回復傾向は見受けられたものの、国内外における新型コ

ロナウイルス感染症の再拡大を受け、景気の先行きは依然不透明で厳しい状況が続きました。

　企業においては、サイバーセキュリティ強化、少子高齢化に伴う労働人口の減少や働き手ニーズの多様化等の社

会的な要請を背景に、業務プロセスの効率化や自動化等の推進にデジタルトランスフォーメーションとして取り組

む過程において、レガシーシステムからクラウド環境への移行が進んでおり、オンプレミス（自社運用）環境とク

ラウド環境が混在するハイブリッド環境が増加する一方、新型コロナウイルス感染拡大を受けたリモートワークへ

の対応等も継続しております。そのため、情報サービス業界においては、ITインフラ投資が中長期的には全体とし

て増加するものと考えますが、景気の不透明感の増大に伴い、短期的には当該投資の抑制傾向が見受けられます。

　このような状況下、当社ではパートナー企業と連携した公共セクター等におけるITインフラ管理強化支援や、ハ

イブリッド運用ニーズに対応し「ITコストの最適化」及び「IT運用管理の効率化」に寄与する、自社開発のネット

ワークシステム性能監視／情報管理ツール「System Answerシリーズ」の機能拡張及びサポート強化を継続してま

いりました。また、24時間365日有人監視サービス「SAMS」等の顧客ニーズに合致したサービス提供や、特許取得

済み技術に基づくセキュリティ電子証明基盤サービス「kusabi」に係るパートナー企業との連携強化及び拡充な

ど、成長分野における取り組みも推進してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、当社及び株式会社サンデーアーツともに堅調に推移し、売上高

は1,001,756千円（前年同期比8.9％増）となりました。

損益面は、当社サービスラインナップの多様化に伴うプロダクトミックスによる影響により、売上総利益率が前

年同期比で低下いたしましたが、前第２四半期連結累計期間で連結対象であったiChain株式会社を、2020年６月30

日付で同社の全株式を譲渡し2020年７月１日以降当社の連結対象から除外したことにより、同社販管費が減少した

ことを主たる要因とし、営業利益は126,312千円（前年同期比321.5％増）となりました。また、持分法による投資

損失等の計上により経常利益は121,518千円（前年同期比557.6％増）となりました。さらに、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は82,272千円（前年同期は225,901千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

当社グループは、ソフトウエア・サービス関連事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を

省略しておりますが、当社グループの売上高の大半を占める当社のネットワークシステム監視関連事業に係る販売

実績を提供区分別に示すと、次のとおりであります。

　ライセンスの販売については、新規顧客への販売が想定以上に滞り前期比で大きく減少しました。一方で、サー

ビスの提供については、次世代MSPサービスSAMS案件や既存顧客に対するコンサルティング等の増加、その他物販

等については大型案件の受注によりそれぞれ伸長しました。その結果、ライセンスの販売については売上高

396,168千円（前年同期比17.7％減）、サービスの提供については売上高248,137千円（前年同期比26.6％増）、そ

の他物販等については売上高291,912千円（前年同期比57.2％増）となりました。

 

②　財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、3,128,622千円（前連結会計年度末は3,045,059千円）とな

り、83,563千円増加しました。その主な要因は、売掛金が89,268千円、現金及び預金が57,380千円減少した一方

で、投資有価証券が246,857千円増加したことによるものであります。

 

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、1,494,909千円（前連結会計年度末は1,505,600千円）とな

り、10,691千円減少しました。その主な要因は、短期借入金が70,000千円が増加した一方で、長期借入金が61,198

千円、買掛金が11,906千円減少したことによるものであります。
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（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、1,633,713千円（前連結会計年度末は1,539,458千円）とな

り、94,254千円増加しました。その主な要因は、資本金及び資本準備金が新株予約権の行使による新株の発行に伴

いそれぞれ900千円、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が82,272千円、その他有価証券

評価差額金が10,767千円増加したことによるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、1,171,678千円となり、

前連結会計年度末に比べ57,380千円減少しました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状

況と、それらの要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、226,110千円の収入（前第２四半期連結累計期間は49,664千円の収入）

となりました。この主な要因は、仕入債務の減少11,906千円及び未払消費税等の減少42,383千円により、それぞれ

資金が減少した一方で、税金等調整前四半期純利益122,103千円の計上、売上債権の減少89,268千円、法人税等の

還付額37,031千円、及び減価償却費22,640千円により資金が増加したことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、294,032千円の支出（前第２四半期連結累計期間は89,742千円の支出）

となりました。この主な要因は、投資有価証券の取得による支出231,189千円、保険積立金の積立による支出

45,559千円、無形固定資産の取得による支出12,987千円により資金が減少したことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、10,542千円の収入（前第２四半期連結累計期間は52,582千円の支出）と

なりました。この主な要因は、長期借入金の返済による支出61,198千円により資金が減少した一方で、短期借入れ

による収入70,000千円により資金が増加したことによるものであります。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題はありませ

ん。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年３月31日）

提出日現在
発行数（株）

（2021年５月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,721,600 5,721,600
東京証券取引所

（市場第一部）

完全議決権株式であり、権

利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

であります。

また、単元株式数は100株

であります。

計 5,721,600 5,721,600 － －

（注）　提出日現在発行数には、2021年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2021年１月１日～

2021年３月31日（注）
4,000 5,721,600 600 442,930 600 409,430

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2021年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

加藤　裕之 東京都中央区 2,046,000 37.02

プラスフジ株式会社 東京都国立市中一丁目９番地の４ 500,000 9.05

日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 186,600 3.38

THE BANK OF NEW YORK 133595

（常任代理人 株式会社みずほ銀行

 決済営業部）

RUE MONTOYERSTRAAT 46，1000

BRUSSELS，BELGIUM

（東京都港区港南二丁目15番１号）

171,000 3.09

楽天証券株式会社 東京都港区南青山二丁目６番21号 111,100 2.01

槇田　重夫 愛知県豊橋市 84,600 1.53

瀬野　陽介 東京都港区 82,102 1.49

宇高　淳郎 京都府向日市 75,900 1.37

村上　彰 東京都調布市 65,300 1.18

株式会社ＮＳＤ
東京都千代田区神田淡路町二丁目

101番地
61,200 1.11

計 － 3,383,802 61.22

（注）　上記のほか、当社所有の自己株式194,159株があります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 194,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,525,700 55,257

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式であり

ます。また、単元株式数は100

株であります。

単元未満株式 普通株式 1,800 － －

発行済株式総数  5,721,600 － －

総株主の議決権  － 55,257 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式59株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

アイビーシー株式会社

東京都中央区新川

一丁目８番８号
194,100 － 194,100 3.39

計 － 194,100 － 194,100 3.39

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年１月１日から2021

年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年10月１日から2021年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,229,058 1,171,678

売掛金 1,232,179 1,142,910

たな卸資産 ※ 18,844 ※ 10,173

その他 82,506 57,086

流動資産合計 2,562,589 2,381,848

固定資産   

有形固定資産 46,845 43,795

無形固定資産   

のれん 76,281 66,331

その他 48,077 43,221

無形固定資産合計 124,358 109,553

投資その他の資産   

投資有価証券 131,690 378,548

その他 207,022 242,324

貸倒引当金 △27,447 △27,447

投資その他の資産合計 311,265 593,425

固定資産合計 482,470 746,774

資産合計 3,045,059 3,128,622

負債の部   

流動負債   

買掛金 160,286 148,380

短期借入金 650,000 720,000

1年内返済予定の長期借入金 122,396 122,396

未払法人税等 3,794 46,725

その他 166,485 115,967

流動負債合計 1,102,962 1,153,469

固定負債   

長期借入金 399,306 338,108

関係会社投資損失引当金 3,331 3,331

固定負債合計 402,637 341,439

負債合計 1,505,600 1,494,909

純資産の部   

株主資本   

資本金 442,030 442,930

資本剰余金 419,974 420,874

利益剰余金 901,702 983,975

自己株式 △221,114 △221,114

株主資本合計 1,542,592 1,626,665

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △3,719 7,048

その他の包括利益累計額合計 △3,719 7,048

新株予約権 585 －

純資産合計 1,539,458 1,633,713

負債純資産合計 3,045,059 3,128,622
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

売上高 920,231 1,001,756

売上原価 304,898 407,155

売上総利益 615,332 594,600

販売費及び一般管理費 ※１ 585,366 ※１ 468,288

営業利益 29,966 126,312

営業外収益   

受取手数料 949 627

助成金収入 － 2,474

保険解約返戻金 546 1,684

消費税差額 1,403 －

その他 96 490

営業外収益合計 2,996 5,275

営業外費用   

支払利息 1,507 2,067

株式交付費 － 60

自己株式取得費用 129 －

持分法による投資損失 12,176 7,922

その他 672 19

営業外費用合計 14,485 10,070

経常利益 18,477 121,518

特別利益   

新株予約権戻入益 185 585

特別利益合計 185 585

特別損失   

関係会社投資損失引当金繰入額 896 －

減損損失 ※２ 203,799 －

特別損失合計 204,696 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△186,032 122,103

法人税等 39,868 39,830

四半期純利益又は四半期純損失（△） △225,901 82,272

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△225,901 82,272
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △225,901 82,272

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,725 10,767

その他の包括利益合計 1,725 10,767

四半期包括利益 △224,176 93,040

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △224,176 93,040

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間

(自　2019年10月１日
　至　2020年３月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△186,032 122,103

減価償却費 25,671 22,640

のれん償却額 20,675 9,949

減損損失 203,799 －

受注損失引当金の増減額（△は減少） △2,539 －

関係会社投資損失引当金の増減額（△は減少） 896 －

保険解約返戻金 △546 △1,684

持分法による投資損益（△は益） 12,176 7,922

支払利息 1,507 2,067

自己株式取得費用 129 －

株式交付費 － 60

売上債権の増減額（△は増加） 29,756 89,268

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,023 7,523

仕入債務の増減額（△は減少） △13,707 △11,906

前受金の増減額（△は減少） 12,969 1,764

前払金の増減額（△は増加） △4,225 4,840

未払金の増減額（△は減少） 62 △11,106

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,208 △42,383

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少）
△8,404 3,761

その他 4,912 △13,147

小計 109,331 191,674

利息の受取額 0 122

利息の支払額 △1,508 △2,103

法人税等の支払額 △62,285 △615

法人税等の還付額 4,126 37,031

営業活動によるキャッシュ・フロー 49,664 226,110

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △844 △600

無形固定資産の取得による支出 △76,716 △12,987

投資有価証券の取得による支出 － △231,189

保険積立金の積立による支出 △13,800 △45,559

関係会社株式の取得による支出 － △8,072

保険積立金の解約による収入 1,619 4,375

投資活動によるキャッシュ・フロー △89,742 △294,032

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 70,000

長期借入金の返済による支出 △11,200 △61,198

株式の発行による収入 1,800 1,800

自己株式の取得による支出 △43,182 －

その他 － △60

財務活動によるキャッシュ・フロー △52,582 10,542

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △92,660 △57,380

現金及び現金同等物の期首残高 925,045 1,229,058

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 832,384 ※ 1,171,678
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 
当第２四半期連結累計期間

（自　2020年10月１日　至　2021年３月31日）

税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益又は

税引前当期純損失に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

(新型コロナウイルスの感染拡大の影響について)

新型コロナウイルス感染症拡大により、依然として経済活動が本格的な回復には至っていない状況を鑑み、前連

結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）に

記載した仮定について、当第２四半期連結会計期間においても変更しておりません。

なお、新型コロナウイルス感染症の収束時期および経営環境への影響が変化した場合には、当社グループの財政

状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況に影響を与える可能性があります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　たな卸資産の内訳

 
前連結会計年度

（2020年９月30日）
当第２四半期連結会計期間

（2021年３月31日）

商品及び製品 9,174千円 9,076千円

仕掛品 5,845千円 64千円

原材料及び貯蔵品 3,824千円 1,032千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自　2019年10月１日
　　至　2020年３月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日

　　至　2021年３月31日）

給与手当 227,825千円 173,572千円

 

※２．減損損失

前第２四半期連結累計期間（自　2019年10月１日　　至　2020年３月31日）

当第２四半期連結累計期間において、以下の資産グループの減損損失を計上しております。

（１）減損損失を認識した資産グループの概要

場所 用途 種類 減損損失金額（千円）

iChain株式会社

(東京都中央区)

ソフトウエア・

サービス関連事業

ソフトウエア及び

ソフトウエア仮勘定
117,015

その他 518

株式会社サンデーアーツ

(東京都中央区他）

ソフトウエア・

サービス関連事業

のれん 85,808

その他 457

 

（２）減損損失の認識に至った経緯

　新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえて連結子会社２社の今後の事業計画の見直しを行い、将

来の収益の見直しと回収可能性を勘案した結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、203,799千円を

減損損失として特別損失に計上しております。なお、回収可能価額は、使用価値により測定しておりま

すが、将来キャッシュ・フローがマイナスのため使用価値をゼロとして評価しております。
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（３）資産のグルーピングの方法

　当社グループは、減損損失の算定に当たり、他の資産又は資産グループから概ね独立したキャッ

シュ・フローを生み出す最小の単位によって資産のグルーピングを行っております。のれんについて

は、会社単位でグルーピングしております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　　至　2021年３月31日）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年10月１日
至　2020年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日
至　2021年３月31日）

現金及び預金 832,384千円 1,171,678千円

現金及び現金同等物 832,384千円 1,171,678千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年10月１日　至　2020年３月31日）

株主資本の著しい変動

　当社は、2019年９月５日開催の取締役会決議に基づき、2019年10月１日から2019年10月31日（約定ベー

ス）までの間に自己株式40,000株の取得を行っております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が43,053千円増加し、当第２四半期連結会計期

間末において自己株式が221,114千円となっております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2021年３月31日）

株主資本の金額は、前連結会計期間末日と比較して著しい変動はありません。

 

（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年10月１日　至　2020年３月31日）

　当社グループは、ソフトウエア・サービス関連事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の

記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年10月１日　至　2021年３月31日）

　当社グループは、ソフトウエア・サービス関連事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の

記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年10月１日
至　2020年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年10月１日
至　2021年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益又は１株当たり

　　四半期純損失(△）
△40円93銭 14円89銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失(△）

（千円）

△225,901 82,272

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する四半期純損失

(△）（千円）

△225,901 82,272

普通株式の期中平均株式数（株） 5,519,671 5,524,321

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 14円76銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） － 51,308

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

（注）前第２四半期連結累計期間において、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

　　　ものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年５月14日

アイビーシー株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 　東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 貝塚　真聡　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 岡野　隆樹　　印

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイビーシー株

式会社の2020年10月１日から2021年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年１月１日から2021年

３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年10月１日から2021年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アイビーシー株式会社及び連結子会社の2021年３月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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